
松江工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 建設シミュレーション工学２
科目基礎情報
科目番号 0056 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境・建設工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 配布資料
担当教員 広瀬 望
到達目標
（1）コンピュータによる数値シミュレーションについて理解できる。
（2）数値シミュレーションのモデルを作成することができる。
（3）解析対象に対し、各種条件を与え、解析することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
コンピュータによる数値シミュレ
ーションについて正しく理解でき
る。

コンピュータによる数値シミュレ
ーションについて理解できる。

コンピュータによる数値シミュレ
ーションについて理解できない。

評価項目2
数値シミュレーションのモデルを
各種ソフトウェアを工夫して効率
的に作成することができる。

数値シミュレーションのモデルを
作成することができる。

数値シミュレーションのモデルを
作成することができない。

評価項目3
解析対象に対し、各種条件を与え
、正しい解析をすることができる
。

解析対象に対し、各種条件を与え
、解析することができる。

解析対象に対し、各種条件を与え
、解析することができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 C1 学習・教育到達度目標 C3
教育方法等

概要

数値シミュレーションは、理論、実験に次ぐ第3の科学と考えられている。近年、コンピュータの急速な発展により、そ
の技術は飛躍的に進歩し、新しい知見や成果を生み出している。建設分野でもその技術を構造物の設計や環境評価に取
り入れられ、さらに、3次元モデルの活用が進む中で、さらなる進化を遂げ始めている。シミュレーションとは、模擬実
験を行うことです。数値シミュレーションというのは、対象とする現象を表現する数値モデルを利用して、計算機上で
模擬実験をすることです。あくまでモデルですから対象とする現象を正しく模擬しているかどうか検証する必要があり
ます。一旦、検証が済めば、条件をいろいろ変えてどのようなことが起こりそうか検討することができます。このよう
な性質から、数値シミュレーションが特に威力を発揮するのは、実験に莫大な費用が掛かるような場合、実験に大きな
危険を伴うような場合、実験条件に合うような環境を作り出すことが困難な場合などであり、建設分野では、その利用
が期待されています。本講義では、数値シミュレーションの基礎的な考え方を学び、数値解析手法や流体解析の基礎技
術や解析モデルの評価方法について学ぶ。

授業の進め方・方法
到達目標の（1）について定期試験で評価を行う。また、到達目標（2）と（3）については、課題レポートにより評価を
行う。
成績は「試験=70%，課題レポート30％の割合」で評価し、60%以上を合格とする。

注意点 講義では、数値解析に関する基礎的な解説を行いますが、授業だけでは理論の習得やモデルの作成、解析結果の検討な
どの技術的な習得が難しいため、放課後や空き時間を利用し、理論や解析技術の習得に努めてください。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週
ガイダンス，数値流体力学とは
解析手法とモデル化 / コンピュータの特徴 / 近年の解
析技術とその動向

2週 流体力学の基礎１
流れの基礎式

3週 流体力学の基礎２
層流と乱流

4週 流体力学の基礎３
乱流の性質，境界層

5週 流体解析の基礎１
流れの基礎式（流れの性質と力と運動の関係）

6週 流体解析の基礎2
流れの基礎式（流れにおけるエネルギーの保存）

7週
流体解析の基礎３
モデルの作成と離散化（空間の離散化、時間の離散化
）、解析条件

8週 中間試験
第1回から第7回までの範囲

4thQ

9週 流体解析演習１
流体の解析演習（流体の基礎現象の解析）

10週 流体解析演習２
流体の解析演習（流体の基礎現象の解析）

11週 数値解析の基礎１
初等関数の計算

12週 数値解析の基礎２
基本線形計算，非線形方程式の解法

13週 数値解析の基礎３
連立一次方程式の解法



14週 数値解析の基礎４
補間と最小二乗法

15週 期末試験
第9回～第14回の範囲

16週 試験の返却とまとめ
試験の返却と解説，学んだことのまとめ

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野

構造

断面1次モーメントを理解し、図心を計算できる。 4
断面2次モーメント、断面係数や断面2次半径などの断面諸量を
理解し、それらを計算できる。 4

各種静定ばりの断面に作用する内力としての断面力(せん断力、
曲げモーメント)、断面力図(せん断力図、曲げモーメント図)に
ついて、説明できる。

4

トラスの種類、安定性、トラスの部材力の意味を説明できる。 4
節点法や断面法を用いて、トラスの部材力を計算できる。 4
ラーメンの支点反力、断面力(軸力、せん断力、曲げモーメント
)を計算し、その断面力図(軸力図、せん断力図、曲げモーメント
図)を描くことができる。

4

応力とその種類、ひずみとその種類、応力とひずみの関係を理解
し、弾性係数、ポアソン比やフックの法則などの概要について説
明でき、それらを計算できる。

4

断面に作用する垂直応力、せん断応力について、説明できる。 4
はりのたわみの微分方程式に関して、その幾何学的境界条件と力
学的境界条件を理解し、微分方程式を解いて、たわみやたわみ角
を計算できる。

4

圧縮力を受ける柱の分類(短柱・長柱)を理解し、各種支持条件に
対するEuler座屈荷重を計算できる。 4

仮想仕事の原理を用いた静定の解法を説明できる。 4
構造物の安定性、静定・不静定の物理的意味と判別式の誘導がで
き、不静定次数を計算できる。 4

重ね合わせの原理を用いた不静定構造物の構造解析法を説明でき
る。 4

応力法と変位法による不静定構造物の解法を説明できる。 4
鋼構造物の種類、特徴について、説明できる。 3
橋の構成、分類について、説明できる。 3
橋梁に作用する荷重の分類(例、死荷重、活荷重)を説明できる。 3
各種示方書に基づく設計法(許容応力度、終局状態等)の概要を説
明でき、安全率、許容応力度などについて説明できる。 3

軸力を受ける部材、圧縮力を受ける部材、曲げを受ける部材や圧
縮と曲げを受ける部材などについて、その設計法を説明でき、簡
単な例に対し計算できる。

3

接合の定義・機能・種類、溶接と高力ボルト接合について、説明
できる。 3

鋼桁橋(プレートガーダー橋)の設計の概要、特徴、手順について
、説明できる。 3

水理

完全流体の運動方程式(Eulerの運動方程式)を説明できる。 4
連続の式を説明できる。 4
ベルヌーイの定理を説明でき、これを応用(ベンチュリーメータ
など)した 計算ができる。 4

運動量保存則を説明でき、これを応用した計算ができる。 4
層流と乱流について、説明できる。 4
流体摩擦(レイノルズ応力、混合距離)を説明できる。 4

評価割合
定期試験 課題レポート 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 20 0 20
専門的能力 50 30 80
分野横断的能力 0 0 0


